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実
行
委
員
会
の
高
田
健
氏

か
ら
「
改
ざ
ん
・
隠
ぺ
い
、

文
民
統
制
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

憲
政
史
上
最
低
最
悪
な
安
倍

政
権
下
で
の
改
憲
に
58
％
が

反
対
。
私
た
ち
の
力
で
倒
す

他
な
い
」
と
力
強
い
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
作
家
・
学
者
・

市
民
の
皆
さ
ん
や
列
席
し
た

各
政
党
の
党
首
か
ら
も
連
帯

の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
集
会
で
は
、
①
沖
縄

の
基
地
問
題
、
②
フ
ク
シ
マ

原
発
問
題
、
③
全
国
に
広
が

る
高
校
生
平
和
大
使
か
ら
の

報
告
、
④
教
育
と
教
科
書
統

制
問
題
、
⑤
朝
鮮
高
校
だ
け

無
償
化
か
ら
外
さ
れ
て
い
る

問
題
、
⑥
政
府
が
進
め
る
武

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日

に
有
明
臨
海
公
園
で
「
９
条

改
憲
Ｎ
Ｏ
！
平
和
と
い
の
ち

と
人
権
を
！
５
・
３
憲
法
集

会
」
が
開
催
さ
れ
、「
憲
法

９
条
改
憲
」
は
絶
対
に
許
さ

な
い
と
６
万
人
（
主
催
者
発

表
）
が
参
加
。「
安
倍
内
閣

退
陣
」「
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」

と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
挙

げ
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

５
月
３
日
に
有
明
臨
海
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
平
和
と
い
の

ち
と
人
権
を
！
５
・
３
憲
法
集
会
」
に
６
万
人
の
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。
国
労

も
参
加
し
、
現
在
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
労
働
法
制
の
改
悪
阻
止
、
森
友
・
加

計
問
題
等
、
安
倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
み
、
改
憲
発
議
を
止
め
る
決
意
を
固
め

ま
し
た
。

　

今
号
は
、５
・
３
憲
法
集
会
、千
葉
地
本
加
入
歓
迎
会
、国
労
議
員
団
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
、国
労
東
日
本
本
部
乗
務
員
勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
報
告
を
し
ま
す
。

　

樫
尾
委
員
長
よ
り
国
労

バ
ッ
ジ
と
手
帳
を
贈
呈
さ

れ
、
北
村
さ
ん
か
ら
「
仕
事

を
教
え
て
く
れ
た
の
は
国
労

の
先
輩
た
ち
。
前
か
ら
国
労

に
入
り
た
か
っ
た
が
な
か
な

か
現
実
に
至
ら
な
か
っ
た
。

今
の
情
勢
は
チ
ャ
ン
ス
だ
と

先
輩
を
は
じ
め
、
国
労
の
皆

さ
ん
に
相
談
し
て
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
先
輩
た
ち

の
思
い
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と

加
入
に
あ
た
っ
て
の
温
か
い

関
わ
り
に
お
礼
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

加
藤
書
記
長
か
ら
「
以
前
、

南
船
橋
駅
で
一
緒
に
仕
事
を

し
て
い
た
時
、
国
労
の
掲
示

物
を
ず
っ
と
眺
め
て
い
る
北

村
さ
ん
を
見
て
、
い
つ
か
こ

う
い
う
日
が
来
る
と
期
待
し

て
い
た
。
ま
だ
ま
だ
何
回
も

歓
迎
会
を
行
え
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」
と
乾
杯
の
挨
拶

が
あ
り
、
全
体
で
懇
親
を
深

め
ま
し
た
。

　

最
後
に
安
田
副
委
員
長
が

「
お
客
さ
ま
の
あ
り
が
と
う

に
応
え
ら
れ
る
、
よ
り
良
い

職
場
環
境
づ
く
り
を
一
緒
に

作
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、

歓
迎
の
国
鉄
労
働
組
合
歌
を

歌
い
あ
げ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

と
も
に
、
若
い
仲
間
が
職
場

の
中
で
精
い
っ
ぱ
い
活
動
し

て
い
け
る
よ
う
、
労
働
条
件

の
確
保
を
含
め
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
で
き
る
運
動
を
確
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最

近
で
は
『
生
産
性
向
上
』
が

う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
働
く

者
の
賃
金
や
働
く
環
境
が
悪

化
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
労
働
組
合
と
し
て
要

求
や
運
動
を
通
じ
て
守
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
加
入
し

て
く
れ
た
思
い
を
受
け
止
め

て
、
今
後
大
切
と
な
る
職
場

の
中
で
運
動
を
作
っ
て
い
く

決
意
の
場
と
し
た
い
」
と
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
東
日
本
本
部
・
大

沼
委
員
長
は
「
今
回
の
拡
大

に
際
し
て
の
地
本
や
分
会
の

取
り
組
み
へ
の
感
謝
と
共

に
、
今
後
も
継
続
で
き
る
よ

う
東
日
本
本
部
と
し
て
も
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。
20
代
・

30
代
の
若
者
の
加
入
も
続

き
、『
国
労
も
選
択
肢
の
一

つ
』
と
い
う
考
え
が
職
場
に

拡
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
大

き
な
流
れ
と
す
る
た
め
に
、

地
本
と
連
携
を
取
り
、
次
に

続
く
仲
間
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
奮
闘
し
て
い
き
た
い
」
と

激
励
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

器
輸
出
入
問
題
、
⑦
貧
困
・

格
差
が
進
む
問
題
、
⑧
経
営

団
体
の
意
向
に
沿
っ
た
働
き

方
改
革
、
と
リ
レ
ー
ト
ー
ク

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
０
０
０
万
人
署
名
報

告
で
は
「
４
月
末
時
点
で

１
３
５
０
万
人
を
突
破
。
こ

の
広
が
り
が
９
条
改
憲
の

歯
止
め
に
な
っ
て
い
る
。

３
０
０
０
万
人
を
集
め
切

り
、
改
憲
発
議
を
止
め
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

国
労
も
メ
ー
デ
ー
に
続
く

行
動
で
、
退
職
者
組
合
の
先

輩
方
と
共
に
「
９
条
守
れ
！
」

「
安
倍
政
権
退
陣
し
ろ
！
」

と
元
気
よ
く
デ
モ
行
進
を
行

い
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
付
で
国
労
加
入

し
た
成
田
駅
・
北
村
智
之
さ

ん
（
37
歳
）
の
加
入
歓
迎
会

が
、
４
月
23
日
に
千
葉
地
本

主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
は
司
会
の
井
村
副

委
員
長
が
「
北
村
さ
ん
の
加

入
に
際
し
、
こ
の
歓
迎
会

を
通
じ
て
職
場
の
中
で
守

り
、
支
え
て
い
く
意
思
統
一

の
場
に
」
と
挨
拶
を
し
、
地

本
を
代
表
し
て
樫
尾
委
員
長

が
「
加
入
し
て
く
れ
た
北
村

さ
ん
の
決
意
に
感
謝
す
る
と



NO．8052018 年 5月 28日 国　　　労　　　東　　　日　　　本 ②

治
を
め
ぐ
る
動
向
、
18
春
闘

の
闘
い
の
経
過
や
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
労
組
問
題
に
つ
い
て
の

挨
拶
を
受
け
、
地
元
東
京
地

本
・
鎌
田
委
員
長
か
ら
歓
迎

の
挨
拶
と
東
京
地
本
内
で
の

組
織
拡
大
へ
の
取
り
組
み
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
に
入
り
、「
国
労
東

日
本
の
こ
の
間
の
取
り
組
み

と
課
題
」
と
し
て
、
伊
藤
書

記
長
か
ら
、
①
18
春
闘
の

総
括
。
Ｊ
Ｒ
７
社
の
回
答
と

今
後
の
課
題
、
②
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
現
状
や
社
員
の
年
齢

構
成
と
技
術
継
承
、「
合
理

化
」
の
経
過
と
最
近
の
安
全

問
題
、
③
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
大

量
脱
退
な
ど
組
織
問
題
の
経

過
や
現
状
分
析
と
組
織
拡
大

に
向
け
た
活
動
な
ど
に
つ
い

て
、
報
告
を
受
け
、
質
疑
も

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
各
議
員
か

ら
「
議
会
報
告
」
な
ど
の
資

料
を
も
と
に
、
地
域
の
課
題

や
Ｊ
Ｒ
の
安
全
問
題
や
選
挙

で
の
闘
い
の
報
告
、
地
域
で

の
活
動
報
告
な
ど
、
交
流
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

古
畑
塩
尻
市
議
か
ら
「
松

く
い
虫
や
鳥
獣
被
害
問
題
」、

初
当
選
の
宮
川
長
野
県
麻
績

村
議
は
「
昨
年
９
月
の
村
議

　

国
労
議
員
団
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
が
、
４
月
15
～
16
日

に
山
梨
県
笛
吹
市
で
開
催
さ

れ
、
各
地
本
の
議
員
と
委
員

長
、
東
日
本
本
部
か
ら
委
員

長
、
書
記
長
が
参
加
し
、
総

計
15
人
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
河
野
事
務
局
長

（
新
宿
区
議
）
の
司
会
で
始

ま
り
、
団
長
の
青
山
昭
島
市

議
の
挨
拶
、
そ
し
て
東
日
本

本
部
・
大
沼
委
員
長
か
ら
、

国
労
を
取
り
巻
く
情
勢
や
政

選
の
闘
い
と
篠
ノ
井
線
沿
線

の
ま
ち
づ
く
り
」、
田
口
松

本
市
議
は
「
脱
原
発
の
ま
ち

づ
く
り
や
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

と
の
交
流
」、
井
坂
ひ
た
ち

な
か
市
議
は
「
東
海
第
二
原

発
廃
炉
へ
の
闘
い
」、
狩
野

い
わ
き
市
議
は
「
福
島
第
一

原
発
の
廃
炉
作
業
の
健
康
問

題
や
労
働
条
件
の
闘
い
の
支

援
」、
本
池
柏
市
議
は
「
男

女
平
等
へ
の
活
動
と
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
放
射
能
被
害
と
の

闘
い
」、
青
山
昭
島
市
議
は

「
米
軍
横
田
基
地
オ
ス
プ
レ

イ
反
対
の
闘
い
と
市
職
員
削

減
反
対
の
闘
い
支
援
」、
河

野
新
宿
区
議
は
首
都
直
下
地

震
か
ら
生
命
を
守
る
ま
ち
づ

く
り
や
安
倍
内
閣
の
改
憲
を

許
さ
な
い
国
会
周
辺
へ
の
集

会
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
員
で
集
合
写

真
を
撮
り
、
懇
親
会
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
翌
日
は
、

近
隣
を
視
察
し
て
、
昼
食
後

に
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
の
議
員
団
会
議
に
つ

い
て
は
、
来
年
４
月
に
統
一

自
治
体
選
挙
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
20
年
４
月
の
開

催
予
定
と
し
ま
し
た　
　
　

　
　
　
（
河
野
事
務
局
長
記
）

送
障
害
時
の
継
続
乗
務
、
睡

眠
時
間
の
短
縮
」「
年
休
取

得
の
た
め
の
休
日
出
勤
な
ど

で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
全
体
の
車

掌
約
３
５
０
人
・
運
転
士
約

３
７
０
人
の
要
員
不
足
（
組

合
試
算
）」
が
明
ら
か
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
運
転
協
議
会
を

中
心
に
車
掌
も
参
加
し
て
、

国
労
東
日
本
本
部
乗
務
員
勤

務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
。

全
乗
務
員
区
の
行
路
実
態
、

勤
務
学
習
会
、
乗
務
員
勤
務

Ｑ
＆
Ａ
の
作
成
、
三
大
要
求

の
ビ
ラ
作
成
な
ど
を
行
い
、

乗
務
員
勤
務
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
と
り
わ

け
こ
の
３
年
間
は
、
申
１
号

「『
労
働
条
件
に
関
す
る
協

定
』
改
訂
に
つ
い
て
の
申
し

入
れ
」
の
中
で
、
乗
務
員
勤

務
に
つ
い
て
会
社
と
集
中
的

に
議
論
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
４
月
現

在
、
車
掌
５
２
０
０
人
・
運

転
士
６
３
５
０
人
、
合
計

１
万
１
５
５
０
人
の
乗
務
員

が
、
１
日
約
１
万
２
０
０
０
本

の
列
車
で
、
約
１
７
０
０
万

人
の
お
客
さ
ま
を
、
安
全
に

安
定
し
て
運
ん
で
い
ま
す
。

乗
務
員
勤
務
は
、
不
規
則
性
・

連
続
性
が
伴
い
、
ま
た
一
人

勤
務
と
い
う
特
殊
性
も
あ
り
、

そ
の
運
用
は
複
雑
で
理
解
す

る
の
も
大
変
で
す
。

　

現
在
の
職
場
実
態
と
し

て
「
待
機
予
備
も
な
く
、
輸

特
に
、
①
待
機
予
備
、
②
労

働
時
間
管
理
、
③
乗
務
時
間

の
規
制
、
④
設
備
改
善
、
⑤

三
大
要
求
（
寝
る
・
食
べ
る
・

ト
イ
レ
）
に
つ
い
て
、
現
場

の
実
態
を
踏
ま
え
て
改
善
を

強
く
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
12
日
の
申
１
号
・
乗

務
員
勤
務
に
つ
い
て
の
団
交

を
行
っ
た
後
、
５
月
17
日
に

会
社
か
ら
「
乗
務
員
勤
務
の

見
直
し
に
つ
い
て
」
が
提
案

さ
れ
、
私
た
ち
が
強
く
求
め

て
き
た
食
事
時
間
と
在
宅
休

養
時
間
の
改
善

が
は
か
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、
団
体

交
渉
や
社
員
説

明
が
行
わ
れ
ま

す
。
乗
務
員
勤

務
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
こ
の

間
寄
せ
ら
れ
た

要
望
や
意
見
を

会
社
に
求
め
て

働
き
や
す
い
職

場
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

国労は、ＪＲ・ＪＲグループ

会社で働く仲間の労働条件

の向上を目指して会社に要

求しています。

呼びかけティッシュを活用し

て、一人でも多くの仲間に、

国労加入を訴えましょう！


